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者
に
対
し
て
は
透
明
性
の
あ
る
収
納
方
法
を
確
立
さ
れ
た
い
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
政
策
評
価
の
結
果
を
政
策
の
優
先
順
位
に
反
映
さ

せ
、
有
効
的
な
予
算
措
置
を
す
べ
き
。

き
地
集
会
室（
体
育
館
）の
改
築
の
必
要
性
を
指
摘
。

③
郵
政
改
革
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め
る
陳
情
は
慎
重
審
議
を
要
す
る
た

め
継
続
審
査
と
し
た
。

委 員 会 報 告

定
例
会
付
託
議
案

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）に
つ
い
て
可
決
と
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
納
骨
堂
屋
根
改
修
工
事
費

に
つ
い
て
は
、
他
の
納
骨
堂
と
の
公
平
性
を

鑑
み
て
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
設
置
の
経

緯
・
維
持
管
理
方
法
等
を
調
査
・
確
認
の
上
、

議
会
の
了
承
を
得
て
執
行
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
た
。

〈
委
員
会
所
見
〉　

　

歳
入
に
関
し
て
は
、
税
等
の
収
納
に
つ
い

て
、
住
民
の
公
平
性
を
考
慮
す
る
観
点
か
ら

も
収
納
率
向
上
に
向
け
た
推
進
を
促
し
、
滞

定
例
会
付
託
議
案

　

議
案
４
件
・
認
定
１
件
・
陳
情
１
件
の
審

査
を
行
い
、
議
案
を
可
決
・
認
定
、
陳
情
１

件
を
継
続
審
査
と
し
た
。

〈
委
員
会
所
見
〉

①
壱
岐
市
小
・
中
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
、

協
議
内
容
が
事
後
報
告
に
終
わ
ら
ず
効
果
的

な
協
議
の
必
要
性
を
指
摘
。

②
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
更
新
は
分

団
に
よ
り
経
過
年
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

点
検
・
整
備
の
指
導
を
指
摘
。
ま
た
原
島
へ

委 員 長：市山　和幸
副委員長：町田　正一

委員：全議員
　　　(議長・オブザーバー )

委 員 長：今西　菊乃
副委員長：久間　　進

委員：中田　恭一、榊原　　伸
　　　小金丸益明、呼子　　好

定
例
会
付
託
議
案

　

議
案
４
件
、
認
定
６
件
、
陳
情

１
件
の
付
託
を
受
け
た
。

　

認
定
６
件
中
、
平
成
22
年
度
市

民
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
は
不

認
定
と
し
、
他
の
議
案
に
つ
い
て

は
原
案
可
決
と
し
た
。

〈
委
員
会
所
見
〉

①
市
民
病
院
事
業
決
算
認
定
に
つ

い
て
不
認
定
と
し
た
理
由
は
、建
設

か
ら
７
年
が
経
過
し
、
建
設
費
44

億
円
の
債
務
返
還
等
の
負
担
が
あ

る
と
は
言
え
、
累
積
欠
損
金
は
20

億
円
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
、
年

次
毎
に
も
収
支
の
改
善
が
全
く
見

ら
れ
な
い
。公
営
企
業
法
の
独
立
採

算
の
原
則
か
ら
、
早
急
に
改
善
計

画
書
が
議
会
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
交
付
税
の
減

額
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
中
、
赤

字
決
算
を
無
条
件
に
追
認
す
る
事
は
で

き
な
い
の
で
不
認
定
と
し
た
。

②
介
護
保
険
法
の
居
宅
介
護
給
付
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
、

内
容
は
施
設
入
所
者
に
は
あ
る
紙
オ
ム

ツ
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
在
宅
の
被
介

護
者
に
も
認
め
る
べ
き
と
す
る
も
の
。

　

壱
岐
市
の
介
護
保
険
料
は
月
額
３
千

800
円
、
県
下
最
低
水
準
に
あ
る
事
か
ら
、

運
営
面
を
考
慮
し
資
格
対
象
者
と
し
て
、

居
宅
介
護
者
、
要
介
護
４
・
５
の
認
定

者
、
市
内
非
課
税
世
帯
に
限
定
し
、
そ

の
対
象
者
166
人
に
年
額
３
万
円
程
度
の

予
算
措
置
を
す
る
よ
う
執
行
部
に
申
し

入
れ
た
。

　

県
下
で
は
、
壱
岐
・
対
馬
の
み
が
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
居

宅
介
護
者
の
窮
状
を
見
過
ご
し
て
き
た

事
を
深
く
反
省
し
て
い
る
。

在宅介護を受けられるお年寄り「みなさんの助けが心の支えです。」

厚生
常任委員会厚厚厚生生厚厚
常常任任常 委委任 員員委委 会会会員厚生
常任委員会

委 員 長：町田　正一
副委員長：市山　和幸

委員：鵜瀬　和博、豊坂　敏文
　　　音嶋　正吾、久保田恒憲
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う
役
割
と
責
任
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
き
た
。
こ
の
た
め
議
会
は
、

市
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
と

対
等
な
関
係
を
構
築
し
、
市

民
の
福
祉
の
向
上
と
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
意
思

決
定
機
関
及
び
行
政
の
監
視

機
関
と
し
て
の
役
割
を
十
分

に
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

市
民
の
代
表
と
し
て
選
ば

れ
た
議
員
は
、
市
民
の
代
弁

者
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
市
民
へ
の
情
報

発
信
と
意
見
の
収
集
を
積
極

的
に
行
い
、
政
策
立
案
能
力

の
向
上
に
努
め
、
あ
わ
せ
て

議
会
の
意
思
決
定
に
関
す
る

説
明
責
任
を
果
た
す
必
要
が

あ
る
。

②
定
数
条
例
の
改
正

　

壱
岐
市
の
財
政
状
況
は
、

合
併
後
10
年
経
過
し
た
平
成

26
年
度
以
降
５
年
間
で
、
交

付
税
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
、

平
成
31
年
度
か
ら
は
21
億
円

程
度
減
額
さ
れ
る
状
況
。

　

ま
た
、
今
後
の
人
口
動
態

か
ら
判
断
し
て
も
、
定
数
を

削
減
す
べ
き
と
す
る
考
え
は
、

全
議
員
に
よ
る
意
向
調
査
に

お
い
て
も
概
ね
一
致
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
大
幅
な
削
減

を
求
め
る
意
見
と
、
急
激
な

削
減
を
避
け
て
段
階
的
削
減

を
望
む
と
す
る
意
見
に
大
別

さ
れ
た
。

　

議
会
に
あ
っ
て
は
合
意
形

成
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
議
員
に
対
し
意
向

調
査
を
実
施
し
、
議
員
定
数

は
18
名
か
16
名
と
す
る
二
案

に
絞
ら
れ
た
。

　

県
下
定
数
条
例
の
下
限
値

と
議
員
の
意
向
調
査
を
基
に

討
議
を
重
ね
、
本
委
員
会
に

て
18
名
か
16
名
と
す
る
選
択

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成

多
数
に
よ
り
16
名
と
決
定
し

た
。

　

議
員
定
数
に
関
す
る
条
例

定
数
を
16
名
と
し
、
次
の
一

般
選
挙
か
ら
適
用
す
べ
き
で

あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も

壱
岐
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
を
尊
重
す
る
。

　

12
月
定
例
会
に
条
例
を
提

出
す
る
予
定
と
し
て
い
る
が
、

議
会
報
告
会
実
施
要
綱
並
び

に
通
年
議
会
実
施
要
綱
も
定

め
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
会
調
査
報
告

　

平
成
23
年
３
月
定
例
会
で

本
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会

基
本
条
例
の
制
定
及
び
次
期

改
選
時
に
お
け
る
議
員
定
数

条
例
の
改
正
と
、
併
せ
て
議

会
と
し
て
の
機
能
向
上
お
よ

び
効
率
的
な
議
会
運
営
に
資

す
る
た
め
の
方
策
を
調
査
研

究
す
る
こ
と
と
し
、
７
回
の

委
員
会
を
開
催
し
協
議
を
重

ね
た
。

①
議
会
基
本
条
例
の
制
定

　

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り

地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
、

自
己
責
任
の
範
囲
が
急
速
に

拡
大
す
る
中
で
、
二
元
代
表

制
の
一
翼
で
あ
る
議
会
の
担

定
例
会
付
託
議
案

　

議
案
３
件
、
認
定
４
件
の
付
託

を
受
け
全
議
案
可
決
、
認
定
と
し

た
。

〈
委
員
会
所
見
〉

　

平
成
22
年
度
水
道
事
業
特
別
会

計
決
算
認
定
等
、
各
種
使
用
料
等

の
未
収
金
徴
収
に
つ
い
て
、
今
後

と
も
悪
質
滞
納
者
に
は
規
定
に
基

づ
く
給
水
停
止
や
法
的
措
置
等
、

強
い
徴
収
姿
勢
で
臨
ま
れ
た
い
。

　

ま
た
統
一
し
た
滞
納
整
理
を
す

る
た
め
に
も
、
未
納
者
徴
収
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

定
期
的
な
訪
問
に
加
え
、
滞
納
要

因
の
分
析
や
経
過
記
録
を
基
に
対

策
を
講
じ
る
な
ど
、
一
層
の
工
夫

と
努
力
を
尽
く
す
よ
う
要
請
し
た
。
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副委員長：町田　光浩
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委 員 長：田原　輝男
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　　　町田　光浩




